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題名 副題

ホツマ暦の解読書 秘伝の書

素朴な疑問 ホツマツタヱに隠された、古代暦を解読する。

古代日本は、いつから始まったのか

スス暦、アスス暦の計算 （古代暦⇒太陽暦⇒西暦）

ホツマツタヱ史学研究会 吉田六雄

ホツマツタヱに見る「日本の新紀年」の年代

日本の新紀年 （天神紀年）

最新のホツマ暦、炭素 14 測定法の研究により日本の新紀年の起点は、天照御大神の誕生年である

「紀元前 330 年」が妥当であることが判明した。そして、2023 年は紀元 2352 年になる。紀年とは、「ある

紀元から数えた年数」のことである。

現「日本の紀年（皇紀）」

ホツマツタヱの研究者の間では、日本の紀年に対し多々論じられている。2023 年は皇紀 2682 年。

新「日本の新紀年（天神紀年）」

そこで、筆者の吉田説を公開したいと思う。その計算方法は、自然科学に基づいた計算方法である。そ

の結果、日本の新紀年が提案できれば幸甚である。計算手順の解説は、スス暦、スス暦+アスス暦、ア

スス暦、および日本書紀暦の順で説明したいと思う。なお、スス暦、アスス暦とも簡単に箇条書で説明で

きたと思うが、文系には少し難しいと思う、頑張って読んで頂けると幸甚です。

ホツマツタヱ

Ⅰ、スス暦

1、アマテル神（天照御大神）の誕生年

ホツマツタヱの 4 アヤ 24 に、天照御大神の生まれ年が鈴枝穂で記述されていた。

4-24 二十一鈴 百二十五枝 年キシヱ 初日ほのぼの いずる時

2、一日

暦の基本は一日である。その一日が鈴枝穂で組み立てられているスス暦に、二通りの一日

の穂の表示があった。

１日 16 穂

a、（4 アヤ）ソムホ（十六穂）居ますも ヒトヒ（一日）とぞ （紀元前 271 年以前）

１日 8 穂

b、（21 アヤ）アヱよりヤヱの 中五日 （紀元前 270 年以後）



各々の文章の意味

ホツマ干支表で計算すると、

a項は「16 穂の経過で 1 日」になる。

b項は干支の〇アヱより〇ヤヱの中五日で「40 穂」の経過になり、５日で割り算すると、「8 穂の経

過で 1日」のことであた。

要約すると、a項-「1 日 16 穂」、b 項-「1 日 8穂」で時を刻んでいた。 そこで、1穂を現在の時間に換算

すると、1.5 時間、また、3 時間なる。

a 項-1 日 16穂

式 24 時間 ÷ 16 穂 ・・・・ 1.5 時間

b項-1 日 8 穂

式 24 時間 ÷ 8穂 ・・・・ 3 時間

二つの時間の関係性

a、b 項の暦の関係性を調べる前に、普遍的な原則は「人の生命は今も昔も同じである。」そのため、a、b

項の時世を一致させると、3時間を1.5時間に補正され、補正値は「1/2倍」になる。元のb項の暦法は、

a 項に対し逆数の 2倍の暦であった。

3、天照御大神の誕生年を西暦に計算する。

スス暦、太陽暦、西暦の順で換算

スス暦

4-24 二十一鈴 百二十五枝 年キシヱ 初日ほのぼの いずる時

スス暦の鈴枝穂を穂のみへ換算する。

式 21 鈴✖60000 穂+125 枝×60 穂+31 穂。すると、穂の合計は 1,207,531 穂になる。

太陽暦

天照御大神の誕生穂を太陽暦に換算する。

式 1,207,531 穂÷16 穂÷365.2422 日。すると、約 207 年 7 月 17 日に計算される。

また、天照御大神は「初日ほのぼの」の 1 月 1 日に誕生している。そのため、7月 17 日を 1 月

1日になるように補正する。そのため、約 3189.704 穂を差し引くと 1月 1日が得られる。その時の穂は、

約 1204341.296 穂になる。この穂の値が、207 年 1 月 1日の穂である。

西暦

更に、天照御大神の誕生穂を西暦に換算する。

式 約 207 年 1月 1 日 + （補正値 ー 536 年） = ー 329 年 1月 1日になる。

結果、天照御大神の誕生年は、西暦で紀元前 330 年 1月 1日に計算される。



4、スス暦の終焉

スス暦の初めは天照御大神の誕生になるが、終焉は「50 鈴 1000 枝 20 穂」になる。

「50鈴 1000 枝 20 穂」をそのまま直訳すると、51 鈴 20穂になる。だが、困ったことに、51 鈴になる 式

（ 51-1）鈴×60,000穂の3,000,000穂は、スス暦の御世に記述されてない。アスス暦は21穂より始始ま

るが、その記述はアスス暦の 50～51 穂の御世であった。抜粋すると、

２８－１０９ 天鈴五十穂 カンナ月

２９－ ９ 光重ぬる 百七十九万 二千四百 七十穂経るまで

２９－ １２ 天鈴キミヱ（５１穂）の 十月三日

そこで、「百七十九万二千四百七十穂」が 3,000,000 穂であることを説明すると、この「百七十九万二千

四百七十穂」は、天照御大神の誕生年を起点に経過穂をカウントされていた。天照御大神の誕生穂は、

先に記述していたが、「4-24 二十一鈴 百二十五枝 年キシヱ 初日ほのぼの いずる時」である。

この二つを穂に換算すると、

4-24 二十一鈴 百二十五枝 年キシヱ（31 穂） は、1,207,531 穂

29-9 百七十九万二千四百七十穂は、1,792,470 穂である。

4-24 と 29-9 を合計すると、3,000,001 穂になる。

結論

鈴年に換算すると、 式 3,000,001 穂÷60,000 穂は、50 鈴 1穂に計算されるが、スス暦は、1鈴 1穂

より始まった、51 鈴 1穂に計算される。だが、スス暦の 51鈴はスス暦の御世になく、アスス暦の御世に

書かれていたが、アスス暦は 21穂より始まるため、スス暦の終焉は 51 鈴でなく、50 鈴 20穂であった。

5、スス暦のまとめ

☆スス暦年表 紀元前５３６年～紀元前１５２年 神代の年代



Ⅱ、アスス暦を西暦に計算する。

1、アスス暦

a、不思議なことにスス暦とアスス暦の御世を生きた臣が、ホツマツタヱには記述されていた。

それは、六代大物主の 大三輪の臣のワニヒコである。そして、「百九十二齢ぞ」以上も長生きされてい

た。そのワニヒコは、スス暦とアスス暦の二つの御世に生きてられ、スス暦の世に77年、アスス暦の世に

115 年も生きられていた。

b、アスス暦に生きた天皇

神武天皇は127齢まで長生きされ、また、初代～16代までの天皇の内、百歳以上が約70%であった。

現在の太陽暦、西暦では考えられない異常な高齢であった。

・薨御歳の比較

初代～33 代天皇の薨御歳を調べると、シナ（支那）暦の伝来により第１７代履中天皇元年（３９９年）より

天皇の崩御歳が大きく変化していた。そこで、平均の薨御歳を調べると、初代～16代までは平均 104 歳

年であった。それに対し 17代～33 代までの天皇の平均は、64 歳であった。

アスス暦、日本書紀暦の表

・高齢になった原因

それまでの暦は天皇の薨御年が異常に高齢の太陰非太陽暦であった。これを称して学者は「紀年」と読

んでいた。そこで日本書紀の経歴を調査すると、17 代履中天皇元年以前の 15 代応神天皇の御世に暦

が渡来し太陰太陽暦が採用されていた。

だが、日本書紀にはどの天皇より採用されたかは不明であったが、だが、高齢の原因をスス暦～アスス

暦に生きたワニヒコが教えてくれたように、天照御大神の御世の暦に対し２倍暦の暦が継続していた。そ

して、解消したのが、17 代履中天皇元年の 399 年以降であった。



2、アスス暦、日本書紀の 16 代天皇までは、2 倍暦であった裏付け

a、不知火

そして、2倍暦を証明するように、景行天皇の御世に表れた不知火が、ホツマ、日本書紀では旧暦五朔

に記述されていた。それに対し江戸時代～平成の御世に見られた不知火は旧暦の八朔である。三ヶ月も

スレていた。

そこで、2 倍暦から 1 倍暦に変換し再現すると、「先ず、5 朔は旧暦のため、計算が楽な１年 365.2422

日の新暦に変換する。次に1/2暦に変換し、そこで、新暦を旧暦に戻すと、「元の旧暦5朔は旧暦の7月

27日」に計算される。現在の不知火は旧暦 8 朔のため、7月 27 日とは 4 日違いの近似日が再現する。

なお、不知火は前後 1 週間は見られると云われている。

b、ヤマトタケ

また、ヤマトタケは 21 ヶ月で生まれており、現在の 10 ヶ月と 10 日に対し２倍の 孕み月で記述され、2

倍暦を証明していた。

3、アスス暦の計算

アスス暦をスス暦に計算

アスス暦の16代までは、太陰非太陽暦のため、通常のようにも、1年365日で計算できない。そのため

に、アスス暦の年月日をスス暦の鈴枝穂の穂に換算し、その後、スス暦の1日8穂で計算し直すと、正常

にアスス暦の経過年数を計算できるようだ。

a、太陽暦

神武天皇元年 1 月 1 日

アスス 58 穂 1 月 1日の穂の計算

式 （58 穂-1 穂）×16 穂×365.2422 日+1 月+1 日×16 穂の経過日数は、333116.8864 穂になる

b、スス暦に換算する。

a 項で求めた穂の 333116.8864 穂は二倍暦のため、一倍暦に換算する。

式 333116.8864×16 穂/（16 穂×2 倍）。換算値は 166558.4432 穂になる。

c、西暦に変換する。

式 166558.4432 穂/16 穂/365.2422 日。年数は約 28.50 年になる。

式 約 28.50 年 + 補正値 ー 160.5 年 = ー 132 年 7月 1 日になる。

結果

神武天皇の元年は、西暦で紀元前 133 年 7月 1 日に計算される。なお、「補正値 ー 160.5 年」は、

後述するが、解読アスス暦、日本書紀暦よりの遡って求めた年代の補正値である。



4、アスス暦（含む日本書紀暦）のまとめ

☆アスス暦年表 紀元前１５１年～紀元３９９年 初期天皇の年代

歴史博物館資料との対比

Ⅲ、ホツマツタヱ ゾロ（イネ）の記述年代と炭素 14 測定年代

1、ゾロ（イネ）の記述年代

当解読式では、「ゾロ（イネ）のみの記述の推定年代を「紀元前 330 年～紀元前 320年」、および、「イネ

の記述の推定年代を「紀元前 290年」と算出した。



2、炭素 14 年代測定法

下図は、炭素の半減期の理論と実測値の一致を証明したグラフになる。

（Web の intcal 20 より引用加工し掲載した。）

結果

上表のように、ホツマツタヱの稲作に関する記載の対象地区の東北（日高見）、関東（新治）について、

炭素 14 年代測定法で稲作の開始年代を測定した結果、紀元前 350年～紀元前 250 年であった。

ホツマツタヱ文献年代と科学的な年代の比較

判定

スス暦の御世に記述された「ゾロ（稲）の記載年代は紀元前 330 年～290 年（約紀元前 310 年）より古

い」である。それに対し「国立歴史博物館が炭素 14 測定で求めた稲の開始時期は紀元前 350 年～紀元

前 250 年であった。」このことより、奇しくも「イネの年代比較」より、スス暦、アスス暦、日本書紀暦の解読

式より求めた新年代が正しかったことが証明された。

判定結果「〇」

（注記）

「炭素 14 年代測定法」の記載は、国立歴史民俗博物館より使用許可を頂いております。



Ⅳ、紀年と新紀年の年代曲線の比較

1、ホツマツタヱ暦の証明

スス暦、アスス暦、日本書紀（紀年）の新解読年代で、日本の紀元年が証明される。併せて、炭素14年

代測定法で求めた稲作の開始年代も記載した。

解説

下グラフの右上の黒線は、日本書紀暦（前半は紀年）の線である。特に、1代～15代の天皇の直線部が

紀年と云われ急激に立っている。原因は、1 代当たりの在位年数が長いための折れ線グラフである。

それに対し解読されたグラフの左側からイネの初見が記述されるスス暦（青線）、不知火が記述されるア

スス暦（桃色）、日本書紀暦（赤線）の年代線は、滑らかに右肩上がりのグラフになっている。

その結果、1代当たりの平均在位年数が約 30 年前後と近代に近い。九州の太宰府天満宮の宮司 39 代

の平均在位年数が約 28 年であったと云われている。

グラフ

Ｙ（縦）軸、初見・即位年代

2、スス暦、アスス暦と考古学年代の対比

ホツマツタヱのスス暦、アスス暦は、縄文、弥生、および、古墳時代に該当した。



Ⅴ、ホツマツタヱ 用語

スス暦と太陽暦の関係

1鈴は、西暦で約 10.3 年（紀元前 271 年以前）、約 20.5 年（紀元前 270 年以降）となる。

1枝は、西暦で約 0.01 年（紀元前 271 年以前）、約 0.002 年（紀元前 270 年以降）となる。

要約すると、約 3.7 日と約 7.5 日になる。

1穂は、西暦で約 0.00017 年（紀元前 271 年以前）、約 0.00034 年（紀元前 270 年以降）となる。

要約すると、約 1.5 時間と約 3.0 時間になる。

なお、紀元前270年以降は2倍暦になっているため、紀元前271年以前と同じ時間の尺度とするため、

2分 1する必要がある。前述の新紀年は、この方法で年代を求めたものである。

ホ（穂）とは、

ホツマツタヱ文は五七調で書かれ、二文字の場合は「トシ（年）」、また、一文字の場合は「ホ（穂）」で記

述されている。意味は、ホツマ干支表の 60分の 1 を穂と称する。そのため、太陽暦の年とは違う。だが、

アスス暦で神武天皇元年が58穂と記述されているため、現在の年と同意語と思われているため、アスス

暦、日本書紀暦の解読ができずにいる。

スス暦の年齢の証明

（紀元前 271 年以前）

天照御大神も年老いて、長子のオシヒト（忍仁）に位を譲られた。（天日嗣）

その年は「二十五万年 天日嗣 皇子のオシヒト 譲り受け」と記述されている。この年に天照御大神の歳

は 約 42.8 歳であった。その後、オシヒトは 51 年も御世を治められたと云う。

（おわり）

<!--shinobi1--><script type="text/javascript"

src="//xa.shinobi.jp/ufo/191435900"></script><noscript><a

href="//xa.shinobi.jp/bin/gg?191435900" target="_blank"><img

src="//xa.shinobi.jp/bin/ll?191435900" border="0"></a><br><span style="font-size:9px"><img

style="margin:0;vertical-align:text-bottom;" src="//img.shinobi.jp/tadaima/fj.gif" width="19"

height="11"> </span></noscript><!--shinobi2-->


